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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成28年3月17日(2016.3.17)

【公表番号】特表2015-500854(P2015-500854A)
【公表日】平成27年1月8日(2015.1.8)
【年通号数】公開・登録公報2015-002
【出願番号】特願2014-547900(P2014-547900)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｋ  45/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/12     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/7032   (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  39/395    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ   9/127    (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/16     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/18     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  39/21     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  48/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/713    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/7088   (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｋ   45/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   31/12     　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/7032   　　　　
   Ａ６１Ｋ   39/395    　　　Ｄ
   Ａ６１Ｋ    9/127    　　　　
   Ａ６１Ｐ   31/16     　　　　
   Ａ６１Ｐ   31/18     　　　　
   Ａ６１Ｋ   39/21     　　　　
   Ａ６１Ｋ   48/00     　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/713    　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/7088   　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成28年1月25日(2016.1.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　エンベロープウイルスにより引き起こされる感染に関連した疾病の治療または予防に用
いられる、シアロアドヘシンおよびシアリルラクトース間相互作用阻害剤であって、
　当該阻害剤が、シアリルラクトース成分を含む分子を含む小胞であることを特徴とする
、阻害剤。
【請求項２】
　前記シアリルラクトース成分を含む分子が、４個未満のシアル酸を有するガングリオシ
ドである、請求項１に記載の用途の阻害剤。
【請求項３】
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　前記エンベロープウイルスのエンベロープ中の少なくとも幾つかの脂質がシアリルラク
トースを含むものである、請求項１または２に記載の用途の阻害剤。
【請求項４】
　前記エンベロープウイルスが、好ましくはＨＩＶであるレトロウイルス、およびフィロ
ウイルスファミリーのウイルスからなる群から選択されるものである、請求項１～３のい
ずれか一項に記載の用途の阻害剤。
【請求項５】
　前記ＨＩＶがＨＩＶ－１である、請求項４に記載の用途の阻害剤。
【請求項６】
　前記ＨＩＶによる感染に関連する疾病がＡＩＤＳである、請求項５に記載の用途の阻害
剤。
【請求項７】
　抗原を担持した抗原提示細胞と、シアロアドヘシンおよびシアリルラクトース間相互作
用阻害剤とを含んでなる、組成物またはパーツキットであって、
　前記阻害剤が、シアリルラクトース成分を含む分子を含む小胞であることを特徴とする
、組成物またはパーツキット。
【請求項８】
　前記シアリルラクトース成分を含む分子が、４個未満のシアル酸を有するガングリオシ
ドである、請求項７に記載の組成物またはパーツキット。
【請求項９】
　前記抗原提示細胞が樹状細胞である、請求項７または８に記載の組成物またはパーツキ
ット。
【請求項１０】
　前記抗原がウイルス抗原である、請求項７～９のいずれか一項に記載の組成物またはパ
ーツキット。
【請求項１１】
　前記ウイルス抗原がＨＩＶ抗原である、請求項１０に記載の組成物またはパーツキット
。
【請求項１２】
　医薬に用いられる、請求項７～１０のいずれか一項に記載の組成物またはパーツキット
。
【請求項１３】
　請求項７～１０のいずれか一項に記載の組成物もしくはパーツキットを含む、免疫原ま
たはワクチン。
【請求項１４】
　抗原提示細胞に担持された抗原に対する免疫応答が必要とされる疾病の治療に用いられ
る、請求項７～１０のいずれか一項に記載の組成物またはパーツキット。
【請求項１５】
　抗原提示細胞に担持された抗原に対する免疫応答を誘導する方法に用いられる、請求項
７～１０のいずれか一項に記載の組成物またはパーツキット。
【請求項１６】
　サンプル中のエンベロープウイルスを検出または単離する方法であって、
（ｉ）前記サンプルを、シアロアドヘシンまたはその機能的に等価な変異体であって、シ
アリルラクトースへの結合能を実質的に保持する変異体と接触させ、そして
（ｉｉ）前記シアロアドヘシンまたはその機能的に等価な変異体に結合したウイルスを検
出または単離すること
を少なくとも含んでなる、方法。
【請求項１７】
　前記シアロアドヘシンが固定化されてなるものである、請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
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　前記エンベロープウイルスが、レトロウイルスおよびフィロウイルスファミリーのウイ
ルスからなる群から選択されるものである、請求項１６または１７に記載の方法。
【請求項１９】
　前記レトロウイルスがＨＩＶである、請求項１８に記載の方法。
【請求項２０】
　前記ＨＩＶがＨＩＶ－１である、請求項１７に記載の方法。
【請求項２１】
　固定化されたシアロアドヘシンまたはその機能的に等価な変異体であって、シアリルラ
クトースへの結合能を実質的に保持する変異体を含んでなる、キット。
【請求項２２】
　シアロアドヘシンまたはその機能的に等価な変異体であって、シアリルラクトースへの
結合能を実質的に保持する変異体と、治療薬または診断薬とを含んでなる、コンジュゲー
ト。
【請求項２３】
　前記治療薬が抗ＨＩＶ剤である、請求項２２に記載のコンジュゲート。
【請求項２４】
　医薬に用いられる、請求項２２または２３に記載のコンジュゲート。
【請求項２５】
　ＨＩＶの感染により引き起こされる疾病の治療に用いられる、請求項２２または２３に
記載のコンジュゲート。
【請求項２６】
　前記診断薬が、検出可能な標識である、請求項２２に記載のコンジュゲート。
【請求項２７】
　目的化合物を抗原提示細胞へ送達する方法であって、前記抗原提示細胞と、前記目的化
合物を含む脂質微粒子とを接触させる工程を少なくとも含んでなり、前記脂質粒子がシア
リルラクトース成分を含む分子を少なくとも含むものである、方法。
【請求項２８】
　前記シアリルラクトース成分を含む分子が、４個未満のシアル酸基を含有するガングリ
オシドである、請求項２７に記載の方法。
【請求項２９】
　前記抗原提示細胞が樹状細胞である、請求項２７または２８に記載の方法。
【請求項３０】
　前記目的化合物が抗原または抗レトロウイルス剤である、請求項２７～２９のいずれか
一項に記載の方法。
【請求項３１】
　前記抗原がＨＩＶ抗原である、請求項３０に記載の方法。
【請求項３２】
エンベロープウイルスによって引き起こされる感染に関連する疾病の治療または予防に用
いられる、シアロアドヘシン阻害剤。
【請求項３３】
　前記シアロアドヘシン阻害剤が、シアロアドヘシンに特異的なｉＲＮＡ、シアロアドヘ
シンに特異的なアンチセンスオリゴヌクレオチド、およびシアロアドヘシンに特異的なリ
ボザイムからなる群から選択されるものである、請求項３２に記載の用途のシアロアドヘ
シン阻害剤。
【請求項３４】
　前記エンベロープウイルスのエンベロープ中の少なくとも幾つかの脂質がシアリルラク
トースを含むものである、請求項３２または３３に記載の用途のシアロアドヘシン阻害剤
。
【請求項３５】
　前記エンベロープウイルスが、レトロウイルスおよびフィロウイルスファミリーのウイ
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ルスからなる群から選択されるものである、請求項３２～３４のいずれか一項に記載の用
途のシアロアドヘシン阻害剤。
【請求項３６】
　前記レトロウイルスがＨＩＶである、請求項３５に記載の用途のシアロアドヘシン阻害
剤。
【請求項３７】
　前記ＨＩＶがＨＩＶ－１である、請求項３６に記載の用途のシアロアドヘシン阻害剤。
【請求項３８】
　前記ＨＩＶによる感染に関連する疾病がＡＩＤＳである、請求項３７に記載の用途のシ
アロアドヘシン阻害剤。
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